
 

 

 

東京都に所属する会員の実態調査 

 

記入日：2024 年 5 月 27 日 

東京都シェアリングネイチャー協会 理事 司 涼 

 

1.はじめに 
2020 年 COVIT-19 による世界的な蔓延から早 3 年が経ち、我々の私生活の様々な面において、

変化を余儀なくされました。東京都シェアリングネイチャー協会における活動においても、感染

症対策としてマスク着用でのイベント開催、オンラインも併用した開催形式など形態を変えてい

きながらも活動継続をしてきましたが、当協会に所属する会員数（※）が減少傾向にあることが

報告されています。 

そこで、本プロジェクトでは当協会の会員に対し、コロナ後のシェアリングネイチャー活動の

状況についてお伺いし、今後の活動方針の礎を築くことを目的としています。なお、この調査発

表は 2024 年 2 月に行われた「シェアリングネイチャー☆まるしぇ」で発表した内容を改善した

最終報告書となります。 

※当協会には東京都に住んでいない者も若干名会員の方がいます。その値はごく僅かのため、

「東京都に住む会員」と「当協会の会員」を同義として扱っていますで、ご了承ください。 

 

2. 内容 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 
 

3.成果と今後のアクション 

 
■調査結果・今後のアクション 

 上記にも記載しておりますが、直近の退会者の傾向として①活動機会の減少による理由、②

経済的な理由、③健康上の理由という具体的な理由が明らかとなりました。 

まず、①活動機会の減少による理由について、「転職のため活動不可」「仕事の多忙さにより

参加が困難」「コロナ禍による指導機会の減少」があげられます。前者の仕事に関する事由はや

むを得ないと考えていますが、後者のコロナ禍による活動制限の事由は、一時的な状況であった

と想定されます。当協会としては退会者へのアプローチをすることは困難であるため、貴協会に

おいて、今後休会したいと申し出る会員が生じた場合の一時的な休会措置や退会後、再度リーダ

ー養成講座を受講する際の一部受講料割引といった救済措置をご検討願いただけますと幸いで

す。 

②経済的な理由として、「経済的な理由により継続が困難であった」「年会費に見合うくらい

の活動ができない」という意見を頂きました。当協会では今後 2 つの対応策を検討しています。

1 点目は、ブラッシュアップセミナーの周知の徹底です。ブラッシュアップセミナーとは東京都

に所属する会員向けの研修であり、当協会のインストラクターが中心となり指導者の役割を果た

します。そのため、インストラクター自身の指導力の向上とともに、参加者はフォローアップセ

ミナーよりも安い費用で参加できるという特徴があります。しかし、現状の課題として、研修の

開催を認知していないケースがあげられました（p.32）。今後は、HP や SNS 等を活用し、積極

的に情報発信できる体制づくりを築いていきます。もう 1 つの対応策として、助成金を活用し

た事業の検討です。こちらは、具体的な方向性は未だ決まっていませんが、会員の皆様に金銭的

な負担をかけず、イベントを開催できるような仕組みづくりを構築していきます。 

③健康上の理由において、「会員本人の病気を患ってしまったこと」「高齢であるがゆえの活

動継続の困難」等があげられました。一部の会員の方にとっては「健康上の理由」は仕方のない

理由であると解釈しています。しかし、当協会では会員の方の健康状態によっては、むしろシェ

アリングネイチャー活動が健康増進を促す効果があると感じている方が少なくないでしょう。 

たとえば、高齢であり福祉施設に通うことになった方、職場のストレスによって一時的に精神

的に病んでいる方、組織や仲間の輪に馴染めず引きこもりがちな方など、「個人」の状態によっ

ては、他者に「指導」する余裕がないかもしれません。一方で、「個人」でシェアリングネイチ

ャーウェルネス活動をすることで、現状を改善し、いきいきとした生き方をおくれる契機となる

はずです。 



 

 

 

そこで、当協会では今後、シェアリングネイチャーウェルネスを軸とした新しい研修やイベン

トを企画していきます。また、ウェルネス活動という名称でなくとも、「個人」で楽しむことに

焦点をあて、1人ひとりが自分らしく、ウェルビーイングな活動を積極的に取り入れていきます。 

  

 

■本プロジェクトの課題 

①サンプル数における回答者の偏りにおける課題 

 アンケート回答者のほとんどが、地域の会に所属している方でした。アンケート用紙をカラー

版で光沢のあるものと工夫を凝らしましたが、気づかなかった方もいるかもしれません。今後は

メルマガや DM（ダイレクトメッセージ）など他の調査手法も検討します。 

 

②調査趣旨における課題 

 本プロジェクトでは既存会員へのアプローチとして、シェアリングネイチャー活動の現状把握

を目的に調査を進めました。一方で、新規会員の増加についても、会員数上昇をするためには欠

かせない視点です。新規会員を拡大させる施策としては、リーダー養成講座の開催機会の増加や

講座 1 回当たりの受講者数の増加等が考えられます。これらの具体的なアプローチは当協会だ

けでなく、貴協会にもお力添え頂かなければ対応が難しい状況です。今後とも、当協会では連携

体制を整えます。 

 

4.むすびに 

 

本プロジェクトを通じて、当協会では既存会員のシェアリングネイチャー活動の現状を調査し

てきました。その結果、会員数の維持・拡大にはシェアリングネイチャーウェルネスの活動が重

要です。「成果と今後のアクション」の「健康上の理由」の項目に記載したように、他者に「指導」

できないために退会を選ぶケースが確認されています。しかし、その中には「個人としてのウェ

ルネス活動」を求める人もいました。このような方々には、「ウェルネス個人会員」という、個人

でも活動を続けられる制度が適していると当協会では考えます。「ウェルネス個人会員」は、「指

導」はしない、けれど全国で行っているウェルネス活動への参加、「指導員向けイベント」への参

加などを通して、少しでも「自分自身」が元気になれるような活動資格があるものです。もちろ

ん、会員制度の見直しには貴協会の人的リソースや時間が必要となりますが、この会員制度改革

について議論を始めることができれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

5.活動写真 

 

 

 
 

オンラインでの活動の様子 


